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タイヘイヨウニシン 
(Pacific Herring, Clupea pallasii) 
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(Thornton and Hamada 2014） 



環北太平洋の海洋生態・沿岸文化と社会 
におけるニシンの重要性 

•  その他の捕食動物 
–  トド、イルカ、クジラ、

その他大型魚、人
間… 

–  50〜70%のニシン
個体は捕食される
と言われている 

•  文化・社会的重要性 
–  贈与関係の主要品、

食料保障など… 

(Canadian Dept. of Fish and Oceans 2014) 



近代日本におけるニシン漁獲量の変化 

(/10,000 tons) 

Fluctuation of herring catch in Northern Hokkaido (Okhotsk and Japan Seas) 
（資料：稚内水産試験場 2006） 
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研究紹介 
•  先住民族トリンギットの

ニシンに関する在来環
境知と「共栽培」 

•  トリンギットによるニシン
卵の生業利用 

•  民族学を用いた応用歴
史考古学 

 
 



主な調査地：アラスカ州南東部シトカ 

© Shingo Hamada 2014	



生業としてのニシン卵収穫 

(Thornton and Hamada 2014より) 



アラスカ州南東部における 
生業としてのニシン卵収穫 

一時的な産卵場造成によ
る収穫 

•  ツガの木 (Tsuga 
herterophylla) を利用 

天然海藻からの収穫 

•  コンブ (Marcocysis)や
その他沿岸域の海藻
（Hair seaweed, 
Desmarstia spp., 
Rockweed, Fucus spp.) 

19世紀には毎春２万人近く
の先住民がニシン卵を収穫 

2013年のシトカにおけるニシ
ン卵収穫は約35.4t 

現在シトカ在住先住民世帯のう
ち63%が収穫 

86%のニシン卵が分配に利
用される 

 ニシン魚や魚油を利用する
世帯もあり 



トリンギットのニシン生態知
と「共栽培」 

1.   産卵・生息場保護 (禁漁区、立ち入り禁止区の設立) 
2.   産卵場造成 (ツガ枝を入れることによる産卵場の人工

的造成と産卵活動の促進) 
3.   収穫の際の選別 (e.g., フリコが「薄い」場合は元の場

所、または孵化しやすい場所に枝木を移す) 
4.   移殖 (ニシン卵を以前産卵場だった場所や新しい場所

へ) 

(Thornton, et al. 2010; Thornton and Hamada 2014) 
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アラスカ東南部における商業カズノコ漁 



アラスカ州政府によるニシン巻き網漁業管理 



アラスカ州政府によるニシン巻き網漁業管理 
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民族学と考古学を用いた応用歴史生態学 

(Thornton et al. 2010) 


